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及びヒノキ (Chamaecyραバsobtusa)人工林内で行なわれたo ilfi査地の標高はおよそ 130m， 
は秩父宮生穏からなる Bn恕ないし Bld型である。 京都市中京区の京都気象台における年
平均気協は 15.80C(1951"'-' 1978年)，年平均時71<:[，¥:は 1，684.11悶m0951 -1980年〕である。
スギ林分， ヒノキ林分ともに北i向き斜而.の下部に位践する 16年生の人工林で， 樹i誌は完全に
閉鎖しており， 下校の枯れやとりが始まっている。林床はIlきく下閥横生はほとんど児られなかった。
スギ林分の表組土には礁が多く， AoJ惑の発達はあまりよくなL、。 ヒノキ林分は傾斜がややきつ
いが， A。腕はスギ林分に.l:とべ良く発述している。 Table 1に各林分の概袈を示す。
Table 1. General description of research stands (April 1986) 
Species Age lnclination Tree density M叩 nD13日 Meanheight 13asal area 
(year) (0 ) (no./ha) (C111) (111) (rf /ha) 
Cryplomeria 15 12 3，530 11.9 12.0 52.42 
Jαpomcα 






(9-11m)，中間(7-9m)， ド(5 校下，nj)-7 m)に分け，各胞から 20枝を出IJ定
悼として選び，ナンバーテープを省けた。名il!IJ定枝の先端部に位践する紫条2っと幹に近いとこ






~8 m)と円弱 (3 (生技下高)~5 m)の2，訟に分け，お限jの測定校数は 30本;とした。また，
ヒノキの~年生葉条は伸長開始後しばらくすると前年生との境界が不明瞭になるので，途中でfìíî
条と当年生葉:条との境に叩をつけi査し，以後はその叩から先そ~j・iJllJ した。
制定はスギ，ヒノキともに 1987年 4月初日から 10月 1413までと 1988年 4月初日から 10




で同[l寺に計測した艇を 100として相対照度を求めた。測定日は 1987年はスギが8月 1日でとノ
キが8月 12臼，天気は両日ともi晴れ， 1988年はともに 8丹24日で畿りであった。
結果及び考察
1.誕の展開の挙節変化
Fig. 1 !こ葉条長の平均値の相対変化を訴した。 flj長終了1寺の葉条長の平均に対する各i時点で
の平均議条長をパーセントで表示しである。スギ， ヒノキともに 4月の下旬に伸長を開始し 9
J~ の下切から 10 月の初旬まで伸長を続けた。樹冠を構!成袋している{個制体の{仲中;長長生長j期場H搭開J晃jを2訊淵!応問』司H遊差し
た炉伊桝1]
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Fig. 1 8easonal processes of shooL growth of Cryplomeriαjαpomcα 
and Chamαecypαris obtusα. 8hoot gTowth is shown as 




























Fig.2 Seasonal changes in Relative Growth Rat臼 (RGR; see text) 
of Cryptomeria jαpoηicαand Chαmαecypαris obtusα. 
の季節変化を示した。 RGRは次
つG




-…… x 100 
GRMt¥x 
GR; は平均伸長鼠 1".i. 1".; Iは測定日 iにおける n番目の当抗議条の長谷と前の測定日にお
ける当年生誕条の長さ.L1 t (まjilj測定1:1郊のぞi数 sはサンプルとして制定した挺条の数，
G九IAXはその年の GRの最大{践で‘ある。
1987年をみると，スギは初期の RGRが!J、さく 6月初旬に最大となり，その後急速に減少する
1どーク型の伸長パターンを示した。 このため. Fig. 1の{Ijl毛幼線は初期に勾配が緩く. 6 )"1











J3rは， スギ林では 1987年が 18.0ノぐー セント. 1988年が 12.2パーセント， ヒノキ林では 1987








U ppor Canopy 9-11 
Middlo Canopy 7-9 
Lower Canopy 5-7 
Chαmαecyparis obtusα 
U pper Canopy 6-8 
Lower Canopy 3-5 
が42.4ノfー セント， 1988年が 29.0ノfー セント
でともに 1988 年の方が宥惑に低かった (H~






























17.97ゴニ15.96 12.16こと 5.63 
6.09ニiニ3.66 6.76こと 4.16 
2.22:1こ 2.38 3.62こと 1.39 
42.36ゴニ30.69 29.04こと10.53
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Fig. 3 Shoot growth curves of (a) Crypto-
menαjαpo!Ucαand (b) Chαmaecy-
pαris oblusa in diJfurunl layers of 
a canopy. 
o … o Uppur c乱nopy1 
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Tablc 3. Mean annual shoot growth of Cryptomeriαjα.ponica and Chamαecypαris obtllsα 
in diffenmt layers of canopy (mm/ycar). Figures in parentheses show percent of 
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Fig. 4 Seasonal changes in proportions of elongating shoots in 
different layers of a canopy. (a): Cryptomeriαjαponicα， 
(b) : Chαmαecypαris obtμsα. 
l誌に及ぼす1頁~優勢の影響は，孤京本;の場合より小さくはることはあっても大きくなることは考
えられなL、。しかし，本錦遊で認められた伸長抵の府間での授は， 1987 iî'~ を例に取ると
100%に対してスギの中が 17.1%，下l誌が 1.2%， ヒノキ下脱が 7.4%と著しく大きく (Table
3)， m芽優勢だけからこれを説明するのは艇即がある。
それでは，光環境の議いについてはどうであろうか。川部辺時}によるとスギの一年生茄の葉量
殺成長不は相対j限度が50%以!とになると減少し始め， 10%では自然光の 5~;IJ根!立しか生長しな L、
ヒノキでは相対照度30%までは誕の成長取はあまり変化しないが，それ以下になると急激に減
91 
少し， 10%では自然、光の 21%の成長率になる。 また， 部本の補償J誌をスギが4.6%， ヒノキが
3.4%と推定している。百i木による実験で得られた数{践を単純に水制査と比較することはできな





















il樹躍とも 19881手についても中関，下閣では 1987:9:':とほぼ同様のパター ンを治したが，上!認
では最大値， 季節変化のパターンともに 1987年の上総とI:IJ隠(ヒノキでは上l穏と下総)の中間







みると， スニドでは全iJ制定;葉条の平均は i二!習を 100%としてqJ鴎が 17.1%， 下艇が1.2%であった。
ヒノキでは下の平均伸長段はj二倍zの7.4%であった。一方全く伸長しなかった菜:条を除いた


















平均伸長績を 100%とすると基部の平均伸長:滋は上腿43.3%，中関2.4%， 下!箆0%であった。 こ
れに対しとノキは上踏82.2%，下!爵65.1%とそれほど大きな濠はみられなかった。また，全く伸
長しなかった葉条を除いた場合には， 1987年の先端部に対する基部の平均伸長抵は， スギj二信!
1∞r a.Cr. japonica 
80 
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Fig. 5 Seasonal changes in proportions of elongating shoots on 
differcnt parts of branches in different layers of品 canopy.
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Tablc 4. Mcan annual shooi growth of Cryplomeriαjaponica and Chαmαecypαris obtusα 
乱ibranch lip日 and branch bascs (mm/ycar). Figurcs in parcnthcs日目 show p日rccnt
o[ thc mcan shoot growth at ihc branch tips. 
1987 1988 
cxcluding 告xcluding




Branch tip 87.5 (100) 106.0 (100) 38.2 (100) 76.5 (100) 
Branch basc 37.8 (43.3) 72.1 (68.0) 8.5 (22.2) 37.7 (49.3) 
Middlc canopy 
Branch tip 21.0 (100) 64.5 (100) 15.2 (100) 63.7 (100) 
Branch basc 0.5 (2.4) 20.0 (31.0) 3.9 (25.6) 40.8 (64.0) 
Lowcr canopy 
Branch iip 1.5 (100) 19.7 (2l.2) l.6 (100) 30.0 (100) 
Branch basc O (0) 。(0) O (0) O (0) 
Chαmαecypαris obtusα 
U ppcr canopy 
Branch tip 95.4 (100) 95.4 (100) 30.4 (100) 30.4 (100) 
Branch basc 78.4 (82.2) 80.0 (83.6) 22.0 (72.3) 24.0 (78.8) 
Lowcr canopy 
Branch iip 8.3 (100) 11.2 (100) 4.5 (100) 8.1 (100) 
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Resume 
The characteristics of shoot elongation in forest canopies were studied in sixteen-
year-old artificial stands of Cryptomen'•α japonicαand Chαmaecypan's obtusa. 
The shoot elongation periods of both species were relatively long， from April to 
October， as cool temperate species. Shoots in upper layers of canopies grew much 
more than those in middle and lower layers in both species. The shoot elongation 
differences between canopy layers were not explained only by the apical dominance. 
In addition to the apical dominance， the vertical gradient of the relative Iight in幽
tensity in the canopy was also considered to affect the amount of the shoot growth. 
1n the lower canopy， the proportion of shoots which elongated during a growth 
period was small in Cr. japonica， but the growth rate of each elongated shoot was 
relatively high. While most shoots of Ch. obtusa elongated even in the lower 
canopy， but they grew much less than those of the upper canopy. Due to the 
apical dominanc邑， the shoots on the tip of a branch grew longer than those on the 
base (near the main stem) in each layer of the canopies of both species. 
